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アートでもっとまちが好きになる、コミュニケーションマガジン
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スターダンサーズ・バレエ団公演
リラックスパフォーマンス
「シンデレラ」全２幕
ⒸKiyonori Hasegawa 和太鼓 梵天 コンサート2026「Voyager」

劇団民藝企画
「ほんとうのやさしさで」リストラーズのアカペラ昭和歌謡祭2026

オペラシアターこんにゃく座
オペラ「ルドルフとイッパイアッテナ」

トリオ・リベルタ コンサート
「エキゾチックにドラマティックに」



おいしい芸術
川崎・しんゆり芸術祭「アルテリッカしんゆり」は、4月から5月にかけて
小田急線新百合ヶ丘駅周辺を拠点に、オペラやクラシック、バレエ、演劇、
映画、伝統芸能など多彩なジャンルが一挙に集結し、まち全体が舞台となる
総合芸術祭です。
沢山のジャンルの中から、まるでビュッフェで料理を選ぶかのようにあなた
にとっての「おいしい！」を求めて自由に楽しみましょう。
本企画では、出演者や関係者にゆかりのある「わたしのおいしい〇〇」も
一緒に紹介。川崎ならではの“おいしい時間”をご賞味あれ！

構成・演出：ふじたあさや　出演：中野亮輔ほか

【日　　時】 4月18日（土）14:00開演（開場は13:30～）
【会　　場】 川崎市麻生市民館 大ホール
【料　　金】 指定席4,000円　自由席3,000円　U25席2,000円
【主　　催】 奄美の黒うさぎコンサート実行委員会

【日　　時】 4月26日（日）11:00開演、15:00開演（開場は開演の30分前）
【会　　場】 川崎市アートセンター小劇場
【料　　金】 全席指定 おとな・こどもペア4,000円（おとな追加2,000円）　おとな3,000円　
  U30割2,000円　こども1,500円　シネマ会員2,500円
  障がい者割引2,000円
【主　　催】 川崎市アートセンター（川崎市文化財団グループ）

Ⓒ株式会社桜映画社　株式会社エコー

出演：大友直人（指揮）、山根一仁、（ヴァイオリン）東京交響楽団（管弦楽）

【日　　時】 5月6日（水・振）15:00開演（開場は14:15～）
【会　　場】 昭和音楽大学テアトロ・ジーリオ・ショウワ
【曲　　目】 チャイコフスキー作曲：「エフゲニー・オネーギン」よりポロネーズ／
 ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 ／交響曲第５番 ホ短調
【料　　金】 全席指定　S5,500円　A4,500円　B3,500（U25席2,000円）
【主　　催】 ミューザ川崎シンフォニーホール（川崎市文化財団グループ）

アルテリッカ演芸座
ゴールデンウィーク後半戦の三日間、アルテリッカ演芸座
は今年もヤリマッセ‼
初日は、川崎市在住のおすすめ若手落語家が競演。「立川
寸志」は真打昇進を目前に。2日目は、М１審査員も務める
「山田邦子」をはじめお馴染み異芸女性芸人が集結。最後は
多摩区観光大使「一玄亭米多朗」が締めます。最終日は、
麻生区柿生で生まれ育った柳家小はぜ改め「柳家小はん」
誕生のお披露目会。真打昇進の襲名披露口上を華やかに
楽しく行います。師匠「柳家はん治」、一門の先達「柳家喬
太郎」「柳家三三」、川崎市文化賞受賞の「初音家左橋」ら
も応援で花を添えます。

お問合せ
川崎・しんゆり芸術祭（アルテリッカしんゆり）実行委員会
〒215-0004　川崎市万福寺1－12－1クロスアベニューⅡ８F

TEL：044－952-5024　FAX：044－955-0431

チケット
販売情報

インターネット先行発売 
＊しんゆりWeb会員登録（無料）後、チケット購入可
一般発売

インターネット
販売ページ

TEL：044－959-2255（営業時間9：00～19：30） ＊施設点検日を除く

会期中
32演目45公演を開催！

詳細はこちら

1月16日（金）

1月23日（金）

東京交響楽団　グリーンコンサート
贅沢な時間をフルオーケストラとともに…。今回はロシアの大作曲家
チャイコフスキーの作品をお届けします。ソリストに今最も注目を集
めるヴァイオリン山根一仁、また、名曲第５番の交響曲を大友直人
（指揮）×東京交響楽団（管弦楽）という最高の組み合わせで極上の
演奏をお楽しみください。

奄美の黒うさぎコンサート　Vol.5
奄美観光大使と川崎市市民文化大使が歌とお話で奄美の島々を廻り
ます。そして奄美をキーワードに合唱曲、島唄、民族舞踊などが島の風を
川崎に運びます。締めには、奄美では恒例の六調を出演者全員、そして
客席のみなさんもご一緒に踊りましょう！ロビーでは奄美の物産も販売！

【日　　時】 5月4日（月・祝）14:00開演（開場は13:30～）
【会　　場】 新百合トウェンティワンホール
【料　　金】 自由席1,500円　【主　　催】 川崎市文化財団

出演：立川寸志、桂笹丸、柳亭市若、立川うぃん、春風亭昇ちく（前座）
二ツ目落語会

【日　　時】 5月5日（火・祝）14:00開演（開場は13:30～）
【会　　場】 新百合トウェンティワンホール
【料　　金】 指定席3,000円　【主　　催】 川崎市文化財団

出演：山田邦子(漫談)、一玄亭米多朗(落語)、玉川奈々福(浪曲)、
　　  松林伯知(講談）、三増れ紋(江戸曲独楽)、春風亭昇ちく（落語、前座）

お好み寄席

【日　　時】 5月6日（水・振）14:00（開場は13:30～）
【会　　場】 川崎市麻生市民館 大ホール
【料　　金】 指定席4,000円　【主　　催】 アルテリッカしんゆり実行委員会/川崎市文化財団

出演：柳家小はん、柳家はん治、初音家左橋、柳家喬太郎、柳家三三、
　　  隅田川わたし（落語）

三代目「柳家小はん」真打昇進襲名披露落語会

出演：萩原かおり（歌）、小原孝（ピアノ）、里朋樹・里歩寿（島唄）ほか

川崎市アートセンター
小劇場 × 映像館コラボレーション企画 Vol.９

「おこんコンコン」
映像・実演芸術の両面からテーマに迫る本企画。今回は傑作アニメー
ション『おこんじょうるり』（監督：岡本忠成｜1982年｜26分）の上映と
リーディングを通して、原作のさねとうあきらにフォーカスします。
創作民話作家・さねとうは「地べたっこさま」「ゆきと鬼んべ」など民話
作品を残しました。彼が民話に乗せて子どもたちに届けたかった思い
とは？彼と同じ疎開世代で「ベッカンコおに」「おこんじょうるり」ほか
様々な児童劇を共に創ってきたふじたあさやが迫ります。

4月29日（水・祝）
5月3日（日・祝）
5月9日（土）10日（日）

小泉八雲伝と「怪談」
人間国宝の競演～友枝昭世と山本東次郎の至芸～
スター・ダンサーズ・バレエ団公演
リラックスパフォーマンス「シンデレラ」第2幕　　　　ほか

講談／朗読
能楽
バレエ

リリエンベルグの
桃のパイ（麻生区）

川崎市アートセンター
小劇場ディレクター
藤田千史さん

「アルテリッカが終わると次は桃の
パイの季節！」初夏を運んでくれる
スイーツです。ぜひご賞味あれ！

わ
たし

のおいしい○○

ピアニスト
小原 孝さん

子どもの頃、来客があると出前を取って食べた
「芳蘭」。調べてみたら1962（昭和37）年創業。代替
わりして同じ味じゃないとは思うけど、ここで食べ
ると何故かほっこりします。

街中華・芳蘭（高津区）

わ
たし

のおいしい○○

ヴァイオリニスト
山根一仁さん

僕にとって焼肉といえば「丸子屋」さんです。家族で焼肉をいただく時は必ず
と言っても良いほど、こちらのお店を訪問しています。尾崎牛を一頭買いして
いるからこその新鮮さ、そして希少部位の豊富さは他では体験し得ません。

尾崎牛 丸子屋（中原区）
わ
たし

のおいしい○○

※アルテリッカ新ゆり美術展は3月2日～3月8日＠21ホール

わ
たし

のおいしい○○

落語家
立川うぃんさん

読売ランド前のアート発信拠点、
カフェ・ド・シュロ。ここの焙煎機で
直接煎られた珈琲が僕のお気に入
り。芳ばしい香りのなかで聴く落
語会もあるのでどうぞご贔屓に♪

カフェ・ド・シュロの
焙煎珈琲（多摩区）

一玄亭米多朗 柳家小はぜ山田邦子

ⒸT.TairadateⒸRowland Kirishima

ⒸT.Tairadate
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この冬おすすめ情報を厳選し、その魅力を深掘り！
アートをもっと深く、もっと楽しく味わうためのヒントがきっと見つかります！

企画担当者がプレゼン！

今号の
深掘りアート
イヴ・レヒシュタイナー feat. 宮本貴奈　パイプオルガン・リサイタル
夢の共演がついに実現!

　おなじみ、川崎市アートセンターの映像ワークショップ！
　今年も映画やアニメーションのワークショップを開催します。
　YouTubeやTikTokで普段観ている動画、アニメーションはどうやっ
てつくられるのかな？映像のしくみを楽しみながら学んでみよう！参加
をおまちしております。

カメラの向こう側を知る、春のクリエイティブ体験！

春休みシネマわくわくワークショップ2026
映像の世界にふれてみよう！

オルガンの魔術師とジャズピアノの魔術師が火花を散らす、誰も経験したことのない魔法の一夜

募集

　バロックの王道を歩みながらも、ジャンルの垣根を自在に飛び越えるイヴ・レヒシュタイ
ナーが待望の再登場！今回は王道のバッハや、プログレッシブロックでも取り上げられたム
ソルグスキーの「展覧会の絵」などに加え、パット・メセニーの「ミヌアーノ」、さらにはレヒ
シュタイナーが「昔からやりたかった」という「ラプソディ・イン・ブルー」まで、クラシックと
ジャズの垣根を越えて、二人の魔術師が火花を散らします。

パイプオルガン：イヴ・レヒシュタイナー
ピアノ：宮本貴奈＊（ミューザ川崎シンフォニーホールホールアドバイザー）

出演

曲目 J. S. バッハ：前奏曲とフーガ BWV541
パット・メセニー：ミヌアーノ＊
ムソルグスキー：展覧会の絵＊

ガーシュウィン：ラプソディ・イン・ブルー＊　他

パイプオルガンとジャズピアノの珍しい共演のきっかけは、2023年のレヒシュタイナーのリサイ
タルを聴いた宮本さんが「パイプオルガンでこんなことができるのか！」と衝撃を受け、勢いで
楽屋を訪れたことから。二人はその場で意気投合し、今回のコラボに至りました。

担当者より 企 画 の ツボ
《開催概要》
【日　　時】 2月21日（土）16:00開演
【会　　場】 ミューザ川崎シンフォニーホール
【料　　金】 全席指定／一般4,000円　
 U25（小学生～25歳）1,500円
【お問合せ】 ミューザ川崎シンフォニーホール　チケットセンター　
　　　　　TEL：044-520-0200（10：00～18：00）

　「川崎郷土・市民劇」記念すべき第10回公演のテーマは、川崎のまちで
生まれ育った世界的スターの坂本九さん。5月の演劇公演に向けて、九
ちゃんが生きた昭和と川崎のまちについて語るシンポジウムを開催します。

第10回記念 川崎郷土・市民劇
『あるくうた ̶九ちゃんに逢いたくって̶』関連シンポジウム

演劇公演関連企画

川崎が生んだスターの軌跡をたどる

【会　　場】 多摩市民館　5月9日（土）14:00、5月10日（日）14:00
 エポックなかはら　5月16日（土）14:00、5月17日（日）14:00
【お問合せ】 川崎郷土・市民劇事務局（川崎市文化財団内）　TEL：044-272-7366

《公演情報》
詳細は
こちら

その他、まち歩きや
写真展等も開催！

公益財団法人川崎市文化財団設立４０周年記念事業／アートコミュニティ交流会
「演劇よりどころ～『演劇のまち・かわさき』の現在地とこれから～」
川崎で演劇やミュージカルに関わってきた人たちが一堂に会し、思いを語り合うゆるやか
な対話の場。
【日　　時】 2月6日（金）18:30～20:30
【場　　所】 ミューザ川崎シンフォニーホール音楽工房市民交流室
【会　　費】 第1部 無料、第2部 1,000円（飲み物、軽食付き）　要申込

映画「上を向いて歩こう」上映会
歌手として大活躍の傍ら、様々の映画にも出演した九ちゃんの主演作品を上映。
【日　　時】 3月8日（日）10:00開演
【場　　所】 川崎市アートセンター　【料　　金】未定

第137回川崎市定期能
＜観世流＞ ～宴シリーズ第3弾～

初心者でも安心の事前講座あり！

「宴」シリーズ最終回。伝統芸能で没入する哀愁の物語
能「千手」岡本房雄　撮影：前島吉裕

事前講座

《開催概要》　2月初旬にウェブサイトをご覧ください

【日　　程】 3月26日（木）～31日（火）（予定）
【応募締切】 3月6日（金）
【会　　場】 川崎市アートセンター
 （一部ワークショップは川崎市立日本民家園への遠足あり）
【お問合せ】川崎市アートセンター　TEL:044-955-0107

　11月にミューザ川崎にて好評を博したColors かわさき 2025展（レポートはP.8を参照）。
いつもの会場を飛び出し、本展で展示した作品の一部を、川崎市内2か所で展示します。

パラアートを身近に感じる出張展示

「Colors かわさき展」巡回展
あの感動を、もう1度

イヴ・レヒシュタイナー
（パイプオルガン）

宮本貴奈（ピアノ）

©Toshiya Suzuki

2026年春に新規オープンするstudio  FLAT 
kosugiに併設される、注目のインクルーシブなアート
の場「gallery FLAT」と最速コラボ！
JR川崎駅直結のショッピングモール「アトレ川崎」で
は、㈱ヘラルボニーが主催する国際アートアワード
にてJR東日本賞を受賞した作品と一緒にお楽しみ
いただけます。

担当者より

企 画 の ツボColors かわさき展 in gallery FLAT
【日　　時】 2月14日（土）～19日（木）10:00～16:00
【会　　場】 gallery FLAT
 （中原区小杉町3-24-10  コスギアイハグ　ウェルネスリビング棟1F）

【お問合せ】 川崎市文化財団　TEL:044-272-7366

Colors かわさき展 in アトレ川崎
※atré meets HERALBONY『つながる風景展』（主催：㈱アトレ）同時開催

【日　　時】 3月17日（火）～26日（木）10:00～21:00
【会　　場】 アトレ川崎　１階ツバキひろば

昨年度の様子

「川崎市映像アーカイブ上映会」
～洗足学園音大生による九ちゃん楽曲ミニコンサートつき～

川崎市のアーカイブ映像と坂本九の楽曲演奏とともに、川崎の歴史を語ります。
【日　　時】 2月26日（木）14:30～16:00
【場　　所】 ミューザ川崎シンフォニーホール音楽工房市民交流室
【料　　金】 参加無料（要申込）

写真はイメージです

3/20（金・祝）「ことラー」とともに
作品を楽しむ「ことラー's Day」も開催

【日　　程】 3月7日（土）13：30～15：00
【会　　場】 川崎能楽堂
【料　　金】 500円 ＊第137回公演チケット購入者は無料

上演演目や「酒宴」と能の関係などを能楽師がやさしく解説。初心者の方も歓迎です。

●民家園での撮影と、班で友だちと作った映画が楽しかった。

●最後に映像が動いている様子が分かった、思い出になった。

●自分の作品ができたので、うれしかった。

詳しくはこちら

　川崎市定期能「宴」シリーズでは、能に描かれる宴の多彩な姿をお届けします。
最終回となる第3弾では、孤島に取り残される僧・俊寛の深い絶望を描く『俊寛』、
そして幽囚の身となった平重衡を慰める千手が琴と酒で織りなす儚いひととき
『千手』を上演。人の情と無常を鮮やかに映し出す舞台をご堪能ください。

しゅんかん

しげひら せんじゅ

《開催概要》
【日　　時】 3月14日（土）　第1部…13：00開演、第2部…15：30開演
【会　　場】 川崎能楽堂
【料　　金】 各部  一般（正面席）5,000円  
　　　　　  　　一般（脇正面、中正面席）4,500円
　　　　　  　　U25（脇正面、中正面席）3,000円
【お問合せ】川崎能楽堂　TEL：044-222-7995

詳しくはこちら

詳しくはこちら

昨年の参加者からの声

【出演】第1部：能『俊寛』観世恭秀 狂言『文蔵』山本泰太郎
　　　第2部：能『千手 郢曲之舞』田邉哲久 岡本房雄 
　　　　　　狂言『磁石』山本泰太郎

えい
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注目の催し物が続々開催！ 音楽、映画、伝統
芸能…多彩なジャンルから、とっておきの
ピックアップ情報を厳選しました。日常を豊
かに彩るイベントから、特別な体験ができる
公演まで、好奇心を刺激する情報が満載で
す。さあ、お近くの会場に出かけて、あなた
のお気に入りを見つけましょう！

※12月12日現在の情報です。イベントの詳細やそのほかのイベント情報については、下記各会場のウェブサイトをご覧ください。各会場の所在地は裏ページでご案内しています。

ラゾーナ川崎プラザソル
info@plazasol.jp
044-280-7080

一般2,000円、25歳以下1,000円（全席自由）¥

500円（高校生以下、障がい者手帳をお持ちの方とその介助者1名は無料）¥

EVENT
Pick Up!

毎月第3火曜日に人気の落語家が集い、多彩な話芸を披露します。

ラゾーナ寄席
（ラゾーナ川崎プラザソル）

川崎市
アートセンター

川崎歴史ガイド
特別見学会

東海道かわさき宿
交流館

川崎浮世絵
ギャラリー

立体切り紙の講師として麻生区内外で数々のワークショッ
プを開催している立体切り紙アーティストの大薗さんの作
品を展示します。

江戸時代を代表する浮世絵師・歌川広重の晩
年の傑作「名所江戸百景」を、前期・後期に分け
てシリーズ全作品を展示します。広重は本作に
おいて、大胆な構図や鮮やかな色彩によって江
戸の町を描き出し、新境地を開きました。

川崎浮世絵ギャラリー　044-280-9511

名所江戸百景 －歌川広重の挑戦－
＜前期＞＜後期＞

川崎市アートセンター
044-955-0107

一般2,000円、シニア・シネマ会員1,300円、
学生・障がい者・付添(1人まで)1,000円、
高校生以下800円ほか(全席指定・税込)

¥

禅に伝わる悟りまでの道程を10枚
の牛の絵で表した「十牛図(じゅう
ぎゅうず)」から着想を得た映像詩。
急速に発展するとある島国を舞台
に、牛と出会った「私」はやがて大地
を耕しながら万物の時の流れをただ
静かに視つめ、歩みを進めていく。

毎月、選りすぐりの作品を上映。
作品情報は川崎市アートセンター ウェブサイトにて

開催日

第160回　2月17日（火）18:30開演
【出演】立川吉幸・一玄亭米多朗・
　　　昔昔亭喜太郎・桂れん児
第161回　3月17日（火）18：30開演
【出演】柳家小せん・初音家左橋・
　　　柳家小もん・入船亭辰むめ　

入場無料・出入り自由¥ 川崎市アートセンター　
044-955-0107

3分間ビデオ制作入門講座 上映会
3分間ビデオ制作入門
講座2026年度17期生
の作品上映会です。ど
なたでもご覧になれま
す。これから映像作品
を作ろうと思っている
方、少しのぞいていき
ませんか。

昨年度の様子

大薗一樹展

2月ゲスト 立川吉幸

3月ゲスト 柳家小せん※2025年12月より電話番号が変更になりました。

無料¥

ミューザ川崎
シンフォニーホール

障がいの有無に関わらず作品の魅力を伝える
studioFLAT（幸区）に所属するアーティストによる
色彩豊かな作品を展示します。

studio FLAT展（仮）

無料¥ NPO法人studio FLAT主催
川崎市アートセンター協力

川崎市アートセンター
044-955-0107

主催

歴史落語 音楽 浮世絵 展示映像

2月21日（土）～上映期間 『黒の牛』作品名

しんゆりチケットセンター（川崎市アートセンター内）
044-959-2255

世話人の初音家左橋・一玄亭米多朗ととも
に、ゲストで三遊亭萬橘が登場。萬橘は古典
落語で人情噺の「火事息子」を高座にかけ
る。火消しになりたいという質屋の若旦那。
しかし一人息子に危ないことはさせられな
いと大旦那が反対すると…。中入り後には
演者からのプレゼントが当たる抽選会も！

第120回 しんゆり寄席

一般2,400円、U30割（30歳以下）1,600円　
他（全席指定）

¥

オルガンと木管五重奏による彩り豊かな調
べにのせて、被災地に思いを馳せるひととき。
[出演]パイプオルガン：松居直美
　　　木管五重奏：東京ELEMENTS　司会：山田美也子
[曲目]石川亮太編：山の音楽家じゅんばん協奏曲　
　　　ニノ・ロータ：小さな音楽の贈り物　
　　　『サウンド・オブ・ミュージック』メドレー　
　　　菅野よう子：花は咲く　他
全席指定　
1,000円

¥ ミューザ川崎シンフォニーホールチケットセンター 
044-520-0200（10：00～18：00）

第12回被災地復興支援
チャリティ・コンサート

三遊亭萬橘

©平舘平
冒頭に全員で黙とう（2025公演より）

11：00～16：00（予定）

落語

浮世絵

ラゾーナ川崎プラザソル

川崎浮世絵ギャラリー

1.24 ～2.23前期：

後期：

土 月・祝

2.28 ～4.5土 日

「森家文書」として保存されていた川崎
宿関連資料を分析し、かつての宿場の
佇まいを再現します。
講師：菊地恒雄(川崎地名研究会会長)
定員：当日先着100名

第42回　街道講演会
「『文久三年将軍御上洛ニ付宿並図書上』
から見える川崎宿の佇まい」

菊地恒雄

東海道かわさき宿交流館　4階集会室
3.28 土 14：00 開演

新百合ヶ丘の映画館。
ミ ニ シ ア タ ー

映像映像

川崎市アートセンター 映像館

毎月第3火曜日　　お楽　み！

～ラゾーナ寄席～

毎月第3火曜日　　お楽　み！

～ラゾーナ寄席～

各会場ウェブサイト

川崎市アートセンター 映像館

～3.1 日2.10火 展示

川崎市アートセンター３階コラボレーションスペース

～3.20 金・祝3.14土
川崎市アートセンター３階コラボレーションスペース

¥ 料金 チケット等問合せ先会場 子ども向け 初心者にもおすすめ

14：00 開演2.28 土 落語

川崎市アートセンター小劇場
3.8 日 9:30～16:00 歴史

東海道かわさき宿交流館ほか

音楽

ミューザ川崎シンフォニーホール

3.11水 14：45 開演

無料（一部有料）¥

川崎市アートセンター　
044-955-0107

しんゆりまちなかラウンジ

音楽
ほか

川崎市アートセンター前

3.21土2.23 夕方ころ月・祝

歴史

川崎市アートセンター前にラウンジ
出現！ 小さなお子様もくつろげる「芝
生スペース」、置いてある本はお持ち
帰りいただける「お持ち帰り文庫」、ス
トリートピアノ、キッチンカー、スタン
プラリー、ワークショップなどを予定
しています。

過去開催の様子

東海道川崎宿の寺社にまつわる歴史
を詳しく知りたい方におすすめ！午前
は講義、午後は講師と一緒に現地（大
徳寺、妙遠寺、教安寺、京口土居跡、
芭蕉の句碑など）を見学します。

川崎歴史ガイド特別見学会
深掘り！川崎宿 PARTⅡ
～小泉次大夫・万年屋半七・徳本上人を訪ねる～

川崎市文化財団 事業課　044-272-7366 ※電話申込不可。

500円（資料代・保険料）
【お申込み】メール（rekishi@kbz.or.jp）またはFAX（044-544-9647）にて、
氏名、住所、電話番号を明記し2月19日（木）必着。※応募者多数の場合抽選。

¥
前回の現地見学の様子

無料¥

東海道かわさき宿交流館
044-280-7321
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ことラーのワークショップを体験できる催しことラーのワークショップを体験できる催しPick up

SerendipityKAWASA
KI

偶然に訪れる、予期せぬ幸運――セレンディピティ。
「もしかしたら何かがあるかもしれない」と感じさせる、

そんな予感に満ちた入口をご案内します。

アートコミュニティ形成プロジェクト

こと！こと？かわさき
https://kotokoto-kawasaki.com/

今回のであ
いは、

カワサキ セレンディピティ

アー
ト
との
、素敵なであいがある場

所

へ 05
vol. 

32

ア
ー
ト
が
人
と
人
を
結
ぶ  

誰
も
孤
立
し
な
い
社
会
に

「社会的処方」という言葉をご存知ですか？薬や医療のアプローチだ
けでなく、地域の活動に参加することで健康増進や幸福感の向上を
目指す取り組みです。孤独・孤立対策としても注目を集めていますが、
実はアートとの親和性がとても高いのが特徴。アートなどの文化的活
動から人と人、そして人と社会を結ぶコミュニケーションが生まれ、
豊かな地域社会の形成につながると言われています。こうしたアート
の持つ特性をいかした取り組みを「文化的処方」と呼び、川崎市と東
京藝術大学の連携プロジェクト「こと！こと？かわさき」でも、人々が
つながり合うためにアートコミュニティを育む活動を展開しています。
「アートの『形』にこだわるのではなく、対話を通じてコミュニケー
ションの価値を高めていくことが大切だと考えています」と語るの
はプロジェクトマネージャーの近藤乃梨子さん。「作品を鑑賞して
感じたことを誰かに伝えたり、逆に誰かの考え方や想いを聞いた
りすることで自然と会話が弾み、初めて会った人同士でも交流を
深めることができます。例えば写真1枚を見るだけでもそこには誰
かの思い出が詰まっていたり、懐かしいと思う風景が描かれていた
りしますよね。それを言葉にし、共有することで誰かとつながる
きっかけになるんです」。
活動では「ことラー」と呼ばれるアートコミュニケータが活躍。多彩
な職業や背景をもつ人たちで構成されており、コミュニケーション
等の基礎講座を受講後、主に市内の芸術活動や交流の場で来場
者の対話の橋渡しを行う役割を担っています。プロジェクトマ
ネージャーの玉置真さんは「基礎講座では特に『きく力』の理解を
深めています。作品を鑑賞している人の話に耳を傾けて共感する
ことで、その人に寄り添うだけでなくより深い対話も生まれます。
また、メンバー同士で活動内容をフィードバックする際にも役に
立つスキルなので、他の人の意見を聞くことで多様な視点を持て
るようになります」と教えてくれました。市民やほかのメンバーと
の交流から元気をもらえるという「ことラー」の声も多いそう！
「こと！こと？かわさき」の目標は、誰もが文化芸術に触れ、参加で
きる環境「アート・フォー・オール」を実現すること。「ことラー」たち
も任期を終えたあとは興味のある分野で新たなコミュニティを立
ち上げたり、アートで人をつなぐ活動を市内各所で実践していくこ
とが期待されています。ワークショップやイベントは誰でも気軽に
立ち寄れるので、ぜひ足を運んでみてください。

1

駅や観光船ともコラボ！
川崎のまちにジャズが響き渡った秋

年目の開催となった「かわさきジャズ」は、今年も市内各地で様々な
イベント・コンサートを展開しました。

まちなかでは京急川崎駅での「京急川崎JAZZステーション」や、観光船に
乗って工場夜景をバックにジャズを楽しむ「工場夜景ジャズクルーズ」など
ユニークなコラボイベントも多数実施。市内会場で行われたホールライブ
では、世界的ドラマー スティーヴ・ガッドのトリオ「BHGプロジェクト」や、
今年結成30周年を迎えた「熱帯JAZZ楽団」など国内外のトップミュージ
シャンが出演。本格的なジャズ公演をお楽しみいただきました。

レポートと参加者のリアルな声で開催されたイベントをご紹介。
会場の雰囲気や、参加者の心に残った瞬間をお届けします。次回のイベント選びのヒントにどうぞ。

かわさきジャズ 2025

11

―イベントレポートとみんなの声―

開催日：2025年9月15日～11月24日
場　所：ミューザ川崎シンフォニーホール、昭和音楽大学テアトロ・ジーリオ・ショウワほか

川崎市文化財団後援事業

第８回かわさき新人声楽コンクール 本選会

主　催：カルッツかわさき（川崎市スポーツ・文化総合センター）
後　援：公益財団法人川崎市文化財団、公益財団法人東京二期会、公益財団法人日本オペラ振興会、公益社団法人日本演奏連盟、「音楽のまち・かわさき」

推進協議会、NPO法人「しんゆり・芸術のまちづくり」、川崎市合唱連盟
協　賛：株式会社ヤマハミュージックジャパン 横浜みなとみらい、（株）アクサス川崎（鹿島建設（株）／オリックス・ファシリティーズ（株）／住友不動産エス

フォルタ（株）／ （株）コンベンションリンケージ／（株）プレルーディオ）

1,000円（税込・全席自由）入 場 料

2月23日（月・祝）12：30開場　13：00開演
カルッツかわさき ホール
（チケットのお求め）カルッツかわさき（10:00~18:00※休館日を除く）  TEL : 044-222-5223

開 催 日
場　　所
お問合せ

本選審査の後に昨年の入賞者によるミニコンサート（15:30頃の予定）、表彰式がございます。

詳細はこちら

“表現の力”が集う展覧会
大盛況に幕を下ろす

者の障がいの有無にとらわれず、作品の魅力をダイレクトに
感じてもらうことを目指し、公募アーティスト152名と、市内特

別支援学校に通う児童生徒59名の作品を一挙に展示した展覧会。
11日間の開催で約1450名のお客様にご来場いただきました。今年
は、美術系学生ボランティアや地域のアーティストの皆さんと一緒
に、学校や福祉施設
での作品制作補助
や展示会場の設営
を行うなど、新たな
る輪の広がりを感
じられた展覧会と
なりました。

Colors かわさき 2025展

作

開催日：2025年11月13日（木）～24日（月・振休）
場　所：ミューザ川崎シンフォニーホール企画展示室

1
3

4
2

5

　「こと！こと？かわさき」プロジェクトマネージャーの近藤乃梨子さん（左）と玉置真さん（右）。
　　「ことラー」と対話をしながら作品鑑賞する様子。1960年代の川崎の街並みや人々を写した
展覧会「写真の中のかわさき」でも実施された。　ワークショップ形式で開催される基礎講座。そ
れぞれの好きなことや得意なことを出し合いながら企画を考案。　「緑と道の美術展in黒川
2025」で行われた「ことラー」主催の鑑賞&お散歩ツアー。里山の自然とアートを満喫！

543月15日（日）「社会的処方EXPO2026 
 in Kawasaki」内企画

アートでコミュニケーション！
～対話型鑑賞で文化的処方を体験しよう～
会  場：川崎市コンベンションホール　
要事前申込

3月21日（土）ウキウキみるみるアートクルーズ
会  場：川崎浮世絵ギャラリー　
対  象：小中学生 
※要事前申込

■まっすぐな気
持ちの現れてい

る作品をたくさ
ん見ることが

でき、「いいなぁ
」「上手だなぁ」と

感心し、自身も思
うがまま

何かを描きたい
という気持ちに

なりました。

■素晴らしさに
圧倒され、また

生きるパワーみ
たいな力を

いただきました
。今年もまた力作

ばかり、一つひ
とつが素

晴らしく余韻に
浸っております。

参加者の声

多様な個性が光った来場者参加型アート

熱帯JAZZ楽団コンサート
（昭和音楽大学テアトロ・
 ジーリオ・ショウワ）

京急川崎JAZZステーション

学生による設営の様子展示風景

詳細はこちら

詳細は
こちら
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麻生市民館市民ギャラリー
麻生区万福寺1-5-2　TEL．951-1300　 
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）、2月2日

川崎市岡本太郎美術館
多摩区枡形7-1-5 生田緑地内　
TEL．900-9898　
【休館日】月曜日（2月23日を除く）、
2月12日(木)、2月24日（火）ほか臨時休館あり

多摩市民館市民ギャラリー
多摩区登戸1775-1　（多摩区総合庁舎内）　TEL．935-3333　
【休館日】3月16日（月）
【臨時休館日】2月21日（土）　

宮前市民館市民ギャラリー
宮前区宮前平2-20-4　
TEL.888-3911　
【休 館 日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

中原市民館市民ギャラリー
中原区新丸子東3-1100-12 
パークシティ武蔵小杉ミッドスカイタワー1・2F
TEL．433-7773　
【休 館 日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

高津市民館市民ギャラリー
高津区溝口1-4-1　ノクティ2（12F）　
TEL．814-7603　
【休 館 日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

幸市民館市民ギャラリー
幸区戸手本町1－11－2（幸文化センター内）　TEL. 541-3910　
【休 館 日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

アートガーデンかわさき
川崎区駅前本町12-1 
川崎駅前タワーリバーク3F
TEL. 200-1415
【休 館 日】月曜日

川崎浮世絵ギャラリー～斎藤文夫コレクション～
川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワーリバーク3F　TEL. 280-9511
【休 館 日】月曜日（祝日と重なる場合は翌日）、
年末年始、展示替えの期間

川崎市教育文化会館市民ギャラリー
川崎区富士見2-1-3　TEL. 233-6361
【休 館 日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）
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市内ギャラリー・美術館等の展覧会情報

中
原
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●掲載情報は原則入場無料です。ただし、有料マークのある施設は入場料が必要な催し物の情報が含まれます。
●各施設とも、催し物の内容・会期・時間・料金等が変更になる場合がございます。最新の情報は必ず各施設へご確認ください。

2月
2026.2-3

3月

有料 有料

＝休館日

有料
【重要なお知らせ】改修工事に伴う展示室での展覧会休止について
2026年3月30日から2029年3月31日（予定）まで、改修工事に伴い展示室での展覧会を休止します。
館内展示室での展覧会は休止しますが、改修工事に影響のない範囲で館の一部エリアを活用した展示やイベント等の美術館活動を継続する予定です。
カフェテリアTARO及びミュージアムショップの営業等を含め、詳細は決まり次第ウェブサイトでお知らせします。

虹の会展（洋画、版画）
3月10日（火）～15日（日）

第1～3展示室

幸区下平間144-51　2・3F　TEL．511-2702　 

染谷惠久子・
手びねり陶芸作品展
2月11日（水）～15日（日）

本野奈津子写真展
―10年の時を経て再び―
2月25日（水）～3月1日（日）

おえかきキッズのもみじの展
3月20日（金）～21日（土）

梅崎芙美子油彩展
3月25日（水）～29日（日）

教文まつり（写真・俳句・茶道・コーラス・ウクレレ演奏等）
2月6日（金）～20日（金）

みゆき水彩 楽描展
2月6日（金）～11日（水）

カワハル展示（絵画・イラスト・動画・ワークショップ等）
3月14日（土）～22日（日）

中原市民館 
学びと活動のパネルキャラバン（第5回）
（事業紹介パネル、動画）1月30日（金）～2月4日（水）

宮崎6丁目自治会 ふれあい文化祭
(住民による作品等）1月31日（土）～2月１日（日）

ヴィアーレカリグラフィー展 2月6日（金）～11日（水）

全日本写真連盟多摩支部 写真展
2月6日（金）～11日（水）

絵画クラブアトリエ柿落舎 柿落舎展
2月6日（金）～11日（水）

民技会はた織グループ作品展
2月27日（金）～3月4日（水）

新百合デッサン会展
3月6日（金）～11日（水）

ギャラリーたまゆら 
たま学びのフェア実行委員会（絵画・書・工芸・陶芸等）
3月13日（金）～18日（水）

彩遊会 水彩画展
3月27日（金）～4月1日（水）

木版画あさお 木版画展
3月26日（木）～4月1日（水）
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第56回一線美術会神奈川支部展（絵画）
3月31日（火）～4月5日（日）

第2・3展示室

第5回神戸大学凌影会写真展
3月24日（火）～29日（日）

第2・3展示室

名所江戸百景 －歌川広重の挑戦－＜前期＞
1月24日（土）～2月23日（月・祝）

名所江戸百景 －歌川広重の挑戦－＜後期＞
2月28日（土）～4月5日（日）

ART SPACE SOW草

第56回川崎市立中学校
総合書き初め展
2月7日（土）～8日（日）

2025年度趣味の教室・
短期講座発表会
（講座講師および受講生作品）
3月7日（土）～8日（日）

川崎市民プラザ

女子美術大学3年6人展
3月4日（水）～8日（日）

木版23展
3月20日（金）～25日（水）

小杉画廊 川崎市市民ミュージアム
「奇妙・キテレツ・クレイジー！
  発明家チャーリーの
  おかしな映画」
3月14日（土）13：30開始（受付12：30～）
場所：高津市民館大ホール

上映会「第59回 かわさき市美術展 
  入選・入賞作品展」
入選作品展　2月19日（木）～25日（水）
入賞作品展　2月27日（金）～3月7日（土）
場所：ミューザ川崎シンフォニーホール 4階 
　　  企画展示室

川崎市高津区新作1-19-1　TEL. 044-888-3131川崎市中原区小杉町3-1501-1-304 セントア武蔵小杉A棟３F
TEL．572-9031

SATFRITHUWEDMON TUE SUN FRITHUWEDMON TUE SAT SUN FRITHUWEDMON TUE SAT SUN FRITHUWEDMON TUE SAT SUN FRITHUWEDMON TUE SAT SUN FRITHUWEDMON TUE SAT SUN FRITHUWEDMON TUE SAT SUN MON TUESAT SUN FRITHUWEDMON TUE
31

プリザービングフラワーズ協会・
ソラフラワーズ協会 
定例コンテスト入選作品展

第2展示室

2月18日（水）～22日（日）

「岡本太郎　生きることは遊ぶこと」
＜料金＞一般：700円、高・大学生・65歳以上500円 ※中学生以下無料、20名以上の団体割引あり
※企画展とのセット料金

10月28日（火）～3月29日（日）
常設展

川崎市総合文化団体連絡会 第42回かわさき市民芸術祭
（絵画、写真、書、詩歌、手工芸、華道、茶道）
2月3日（火）～8日（日）

第1～3展示室

多摩区精神保健福祉連絡会議
多摩区こころフェス～ダイバーシティ作品展～
「メンタルヘルスについて知ろう」2月6日（金）～11日（水）

新世紀美術協会東京支部展
（絵画）2月10日（火）～14日（土）

第1～3展示室

第62回日本水彩画会
神奈川支部展（水彩画）1月28日（水）～2月1日（日）

第1～3展示室

古流松藤会 川崎支部 
創立95周年記念華展（華道）
3月7日（土）～8日（日）

第1～3展示室

2月13日（金）～18日（水）
夢見絵画会作品展

2月12日（木）～18日（水）
すこやか高津保育園 作品展

2月20日（金）～25日（水）

日本画壮の会 日本画作品展
（風景画・日本画・絵本）

2月20日（金）～25日（水）

火曜会作品展
（油絵・アクリル水彩画等）

2月27日（金）～3月4日（水）
水曜会絵画教室 第30回水曜会展

年金者組合多摩支部 
年金者組合生きがい作品展

（絵画・写真・手工芸）
2月20日（金）～25日（水）

2月27日（金）～3月4日（水）
緑の杜保育園 社会福祉法人神奈川民間保育園協会園児作品展（絵画・オブジェ）

2月28日（土）～3月1日（日）
こどものアトリエ アートスタジオみやまえ展（絵画・工作） 

3月6日（金）～11日（水）
宮前パステル会 作品展（絵画）

3月13日（金）～15日（日）
川崎北高校写真部展

3月13日（金）～18日（水）

（株）ベネッセスタイルケア 紡ぐ美術展 
～人生を、歴史を、想いを～（美術作品）

3月6日（金）～11日（水）
第48回みゆきフォトクラブ写真展

2月27日（金）～3月4日（水）
高見会刺繍展

3月6日（金）～11日（水）
古代文字 空の会展（書道）

3月13日（金）～18日（水）
幸みずえ会 水彩画展

3月20日（金）～25日（水）
小杉陶芸 作品展

3月27日（金）～4月1日（水）

仲間たち展
（書道、絵画、陶芸）

3月27日（金）～4月1日（水）

アトリエどんぐり絵画造形教室
アトリエどんぐり（ナザレ美術教室）
ベビーチャイルドランド作品展
（等身大の絵・ねんど作品等）

2月20日（金）～25日（水）
第36回 木燿会作品展（水彩画、木版画）

Yho'sネイチャーフォトクラブ写真展
第3展示室

2月24日（火）～3月1日（日）

有料 「第29回岡本太郎現代芸術賞（TARO賞）」1月31日（土）～3月29日（日）
＜料金＞一般：700円、高・大学生・65歳以上500円 ※中学生以下無料、20名以上の団体割引あり
※企画展料金で常設展も観覧可能

企画展
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公益財団法人 川崎市文化財団
川崎市文化財団 検索

ぱらあーとねっと 検索

川崎市文化財団
管理運営施設

川崎のパラアート情報

公式ウェブサイト

文化財団
施設一覧
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Odakyu OX
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小田急アコルデ
新百合ヶ丘北館麻生文化センター

麻生市民館

新百
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新百合
21ビル

日本映画大学
新百合ヶ丘
キャンパス

笹
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昭和音楽大学
北校舎

JAセレサ川崎
新百合ヶ丘支店

川崎市
麻生区役所

1
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Kawasaki Station Area

❹川崎浮世絵ギャラリー～斎藤文夫コレクション～
川崎市川崎区駅前本町12-1 タワーリバーク3F（JR川崎駅北口直結）
TEL.044-280-9511
開館時間／11：00～ 18：30（月曜休館）

❺ミューザ川崎シンフォニーホール
川崎市幸区大宮町1310
TEL.044-520-0100
受付時間／9：00～ 19：00

川崎駅エリア

❸アートガーデンかわさき
川崎市川崎区駅前本町12-1 タワーリバーク3F（JR川崎駅北口直結）
TEL.044-200-1415
受付時間／10：00～ 17：00（月曜休館）

❻川崎能楽堂
川崎市川崎区日進町1-37
TEL.044-222-7995
受付時間／9：00～ 17：00（水曜休館）

❼東海道かわさき宿交流館
川崎市川崎区本町1-8-4
TEL.044-280-7321
開館時間／9：00～ 17：00（月曜休館）

❽ラゾーナ川崎プラザソル
川崎市幸区堀川町72-1 ラゾーナ川崎プラザ5F
TEL.044-280-7080
※2025年12月より電話番号が変更になりました。
受付時間／10：00～ 20：00

南口

北口

新百合ヶ丘駅エリア

❶川崎市アートセンター
川崎市麻生区万福寺6-7-1
TEL.044-955-0107
受付時間／9：00～ 19：30

❷新百合トウェンティワンホール
川崎市麻生区万福寺1-2-2 新百合21ビルB2
TEL.044-952-5000
受付時間／9：00～ 17：00

Shinyurigaoka Station Area
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※かわさきアートニュースの制作には、川崎市文化振興基金が活用されています。
※本誌に掲載している催し物は内容が変更となる場合がございます。最新の情報は、各公演のお問合せ先へご確認ください。
※本文に一部UDフォント（ユニバーサルデザインフォント）を使用しています。

●発行／公益財団法人  川崎市文化財団
●制作・印刷製本／（株）ホクシン　TEL：044-433-3251
●編集協力／（有）ピース　TEL：03-6459-2563

※年末年始、施設点検日、
展示替え期間等で休館に
なる場合がございます。

「かわさきアートニュース」は年に6回発行しています。
今後の誌面づくりに活かすため、ぜひアンケートにご協力ください。

①本誌の入手場所　②今号の内容について（1～5段階評価で、③その理由も）　
④本誌で良かった内容（例：特集記事）　⑤今後読んでみたい内容（例：ホール近くの飲食店情報）　
⑥おすすめしたい川崎ゆかりの「場所」「ひと」「こと」などがあれば（自由記述）　
⑦その他ご意見・ご感想

ウェブアンケートフォームもしくはFAX（044-544-9647）で
（公財）川崎市文化財団 アートニュース担当 まで【回答締切：3月31日必着】

読者アンケート

質問項目

回答方法

舞台音響設備の更新工事に伴い、令和
８年２月２８日までの期間中、「小劇場」
および「楽屋」の利用を休止します。ま
た、音響機器の更新工事に伴い、令和
８年３月９日から令和８年３月１５日の
期間中、「映像館」の利用を休止します。
その他施設はご利用いただけます。

ウェブアンケート
フォームはこちら
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